
中津川西部テクノパーク建設推進協議会 役員会 次第 
 

平成 30 年 3 月 6 日（水）15：00～ 

坂本事務所 コミュニティ・ルーム 

 

 

１．あいさつ 

 

 

 

 

２．議事 

■市道五ツ峰～中畑線について 

 

 

 

 

 ■平成 30 年度事業概要について 

 

 

 

 

３．その他 

 

 

 

 



 
 

 

 

■本年度事業 

１．中津川西部テクノパーク用地測量業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中津川西部テクノパーク整備事業 事業内容・スケジュール 

平成 30年 3月 6日（火）中津川西部テクノパーク建設推進協議会 資料 

【事業目的】 

 ・今後の用地取得を見据え、計画区域及び計画区域に隣接する土地の境界確認、測量を行います。 

・用地測量業務は昨年度より実施しており、茄子川地域振興財団の所有地を中心とした計画区域

の東南側は業務を終え、今年度は北西区域の境界確認～測量を行います。 

 ※下記「計画区域参考図」参照 

【事業内容】 

①現地踏査・境界杭確認 

・現地へ立ち入り、現地の状況や既存の境界杭等を確認します。 

②土地登記簿等調査 

・法務局に収納されている公図等を取得し、土地の面積や形状、隣接者等を調査します。 

 ③仮境界杭設置、境界測量 

  ・現地の杭等の状況、公図、地権者への聞き取りを基に、仮境界杭を設置し面積を測ります。 

 ④境界確認立会い 

  ・地権者による境界確認立会いを行い、土地境界を確定します。 

 ⑤用地測量 

・境界が確定した土地から用地測量を実施し、面積の確定を行います。 

【事業計画区域】 

 

作成：平成 30年 3月 6日（金）中津川市企業誘致推進室

H29 実施区域 

H30 実施区域 

A＝16.9ha 

A＝13.8ha 



２．中津川西部テクノパーク整備事業に係る環境影響評価業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業目的】 

 ・周辺の生活環境や自然環境に配慮して事業を進めるため、岐阜県環境影響評価条例等を参考と

して、周辺環境の現状を把握するとともに、予め環境に及ぼす恐れのある要因とその程度につ

いて予測・評価し、更に必要に応じて環境保全措置を検討することにより、良好な環境の保全

を図りつつ、事業の円滑な推進を図ることを目的に実施します。 

【予測・評価の要因】 

 ・工事期間中の「建設資機材の搬入出」、「建設機械の稼動」、「地形の改変（掘削・盛土）」 

 ・施設供用後の「製品・材料の搬入出」、「機器の稼動」、「施設・工作物の設置（存在）」 

【事業内容】 

１）現況調査 

①大気質、粉じん 

・大気質と粉じんの現状と地上気象を調査します。 

②悪臭物質 

・敷地境界における臭気の現状と地上気象を調査します。 

 ③騒音、振動 

  ・道路構造や交通量、走行速度の計測、交通騒音の現状を調査します。 

 ④水質、地下水 

  ・表面水、地下水の現状と水質を調査します。 

 ⑤土壌汚染 

・土地利用状況、土壌の現状を調査します。 

 ⑥動植物 

  ・文献等資料収集及び現地踏査により、動植物の生息・植生状況を調査します。 

⑦景観資源 

 ・景観資源及び眺望景観についての現状を調査します。 

 ⑧日照阻害 

  ・日照に係る文献資料の収集、現地踏査により地形等を調査します。 

２）予測・評価 

 ①予測 

  ・調査結果に基づき、対象事業の実施が環境に及ぼす影響を予測します。 

 ②環境保全対策の検討 

  ・対象事業の実施が及ぼす環境影響の回避・低減を達成するための環境保全対策を検討します。 



■作業スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


